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論文
内
容要
旨
 外傷性脊髄損傷(以下脊損と略す)患者に諭ける尿路機能の異常所見については・神経因性膀
 胱として,基礎的ならびに臨床的方面から,幾多の研究業績が報告遺れている。けれども尿管機
 能についての詳細な報告は,あまりなされておらず・しかも腎機能障害,膀胱尿管逆流現象など
 と関連させた尿管機能の変化を検索した研究は,臨床的にはほとんどみられない。すなわち,尿
 管機能についての研究はKie■をはじめとするUrom6七ry'による検索と、Butcぬer&
 Sleate「などの尿管筋電図による検査方法が主として使用されてきたが,臨床的には普及して
 いなかった。しかし最近教室士田らは尿管管内誘導法による尿管筋電図学的検査方法を開発し,
 同時にUrom白方ry'を使用して,臨床的意義を検討してきた。私はσ一8Chlinge型管脾内誘
 道法により脊損患者について尿管筋電図学的に尿管機能の検索を行ない,あわせて膀胱機能,腎
 機能との関連性も追求し,さらに,膀贋尿管逆流現象,逆蠕動のみられた症例についても,上部
 尿路機能としての尿管のはたす態度について,臨床的観察・を行なったので若干の検討を加え報告
 する。
 対象例姓脊損患者53症例一一89尿管についての検索であったが,主として受傷後経過期間の
 長い患者であった。これらの慰者の尿管機能の変化を損傷部位,受傷後経過期間.膀胱機能・腎
 横舵との関係について検討し,つぎの成績を得た。
 脊損患者に於ける尿管筋電図上の畢常所見としては,正常人にみられない放電間隔の延長むよ
 び短縮が著明に認められ,部分的に振蠣,持続時間および伝播速度にも異常変化がみられ,一部
 に語いて逆蠕動も認められた。また,損傷部位と尿管筋電図の麗係では,放電間隔の延長は,胸
 椎損傷にやや多ぐみられたが,異常放電の発現は部位によって,はっきりした特異所見を示さな
 かった。しかし,受傷後経過期間が長ぐなるにしたがって,活動電位の異常発親頻度は増加の傾
 向を示し・とくに2年以上経過例でこの傾向は強かった。
 つぎに,膀胱機能により尿管筋電図王の変化を検討したが,正緊張性,高緊張性,低緊張性膀
 胱では,低緊張性膀胱に異常放電発現はやや多ぐみられたが,あまり著明な差異ではなく,自律
 収縮波蔚よび排尿曲線のないものでも,やや高頻度に異常放電を認めたが,これらは膀藤機能と
 の直接の関係を示すものと考えられなかった。
 『さらに腎機能障害と活動電位の異常を示すものの合併頻度は,かなりの高値を示し,受傷後経
 過欄に畝増加礪向淋し島引の傾向鴎鰍騨逆螺象麺鰯嚇られ嫉例に
 一258一
樽
 ついても,ほぼ同様であった。したがってこれらの傾向は,脊損によつて生じる二次的な,尿管・
 機能の変化としての現象と思われた。麿た.膀胱尿管逆流現象のみられた症例では,膀胱空虚時
 に赴ける活動電位の特異的異常所見を認めず・朕陛加圧時の変化では逆流現象のない群,逆流現
 象のある群むよび仙髄丑～V前後根切断群に分けて観察したが,正常人と比較して・これら三群
 ともに機能低下は認められた。しかし,膀胱加圧に対する尿管の適応能力は認められ,尿管機能
 の基本的な性状には,ほとんど変化がみられなかった。
 逆蠕動は一部に認められたが,他の疾患と比較して高頻度にみられるもσ)でなかった。しかし
 これらの症例では、腎携能障害が高頻度にみられ・膀胱炎尿路結石症,膵朧尿管逆流現象などの
 合併症を伴うものが多かった。また,これらの症例にむける逆蠕動の発生の仕方は,群をなして
 発生するものと,正蠕動の中に一個だけ混入して発生するものがみられた。
 以上のように脊損患者にかける尿管携能蚊,正常人と比較して異常所見を認めるものが,かな
 りみられたが,尿管自体の基本的性質には,特異所見を示さず,このことは・受傷後の反射弓の
 健否によってたどる排尿様式の差,あるいは,尿路管理上に生じる残尿,膀胱炎などによる膀胱
 機能の二次的変化と合併症と¢)関係がより深いように、慰われ,尿管の自動性が強いような傾向を
 示した。この傾r自.肱また脊損患者における尿管機能が上部尿路榔能としてはたす役害Ilの重要性を
 意味するものと考えられた。
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 審査結果の要.旨
 外傷性脊髄損傷時の膀胱機能については,これまで実験的たらびに臨床的方面から詳細に検討
 され,幾多の研究業績が報告されている。しかし脊髄損傷に伴なう神経因性膀胱患者の尿管機能
 を検索した研究は少なく,とぐに腎機能膀胱尿管逆流現象などと関連ずけて検討した論文はほ
 とんどない。
 著者は脊髄損傷患者53例の尿管機能について,すでに教室から発表された経膀胱鏡的尿管筋
 電図法により筋電図学的検索を行ない,あわせて膀胱機能腎機能との関連性を追求し,さらに
 膀胱尿管逆流現象時にむける尿管筋電図の変化を検討した。
 その結果,全症例にかける一般的傾向としては,尿管筋電図.ヒ放電間隔の延長を来ずものが多
 ぐ,部分的に振巾卦よび伝播速度に異常を呈するものもみられ,逆蠕動放電も一部症例にみられ
 た。
 つぎに以上の症例について異常活動電位の発現頻度と受傷後経過期間との関係をみるに,異常
 放電発現頻度は経過期間の長くなるにしたがって増加す為ことが判明した。また・異常活動鷺位発
 生頻度と膀胱機能と乏)関係をみるに,正緊張性,高緊張性膀胱に比較し低緊張性膀胱に#筑へて異
 常放電がやや高頻度に認められたが,膀胱機能低'下の程度と直接関係葦)る成績は得られなかった。
 さらに腎機能障害との13珂係をみるに,腎機能障害の高度なものに異常放電の発生が多く,両者の
 関係は密接であった。最後に膀胱尿管逆流現象を来した14症例の尿管筋電図では放電間隔の延
 長が高率に認められたが・この除道蠕動が本症例に必・ヲ絶発生するという成績は得られなかった。
 以上,本研究は脊髄損傷に伴左う神経1租性膀胱患者の尿管機能を筋電図学的にはじめて明らか
 にした点お・よび尿管機能と膀胱機能,腎機能等との関連性を詳細に追求した点できわめて優れて
 かり,学位を授一与するにふさわしいものと認められる。
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